
　　　　

2025 年 5 月 1 日

9 時 30 分から 18 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 BELADYは自立した人になるための支援をしていくことを理念としています。

事業所名 Rint(児童発達支援) 作成日支援プログラム（参考様式）

適切な行動を増やし、不適切な行動が減るよう支援をしていく
認知面の発達を促すために、お子さんに合わせた教具等を使用し、環境を整えた上でお子さんに入りやすい感覚(視覚など)を使った支援を行う

お子さんの言語発達の状況を評価し、支援を行う
１対１コミュニケーションからスタートし、やり取りを楽しむところから始める。
聴覚刺激だけでなく、視覚を使った支援を取り入れる

集団の中で生活していくために、まずは１対１の対応から関係性を作っていく
小集団の場面では、お子さんの発達段階に合わせて、ルールを取り入れた活動を行う
良いこと、良くないことを活動の中で学んでいけるよう支援する

支援方針

幼稚園や保育園、また小学校にスムーズに入っていけるように、まずは少人数の活動を通して一人ひとりに合わせた支援を行っていきます。
所属の園との連携を行いながら、本人が過ごしやすい環境を作れるようお手伝いしていきます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

外出(散歩)　避難訓練

（別添資料１）

家族支援

保護者のお困りごとに耳を傾け、家でのかかわり方などについて一緒に考えま
す。連絡帳を使って日々の様子をやり取りする。必要に応じて面談を行い、困り
ごとの解決に努める。

移行支援

就学に向けては、今行っている支援内容や、現在のお子さんの様子などにつ
いて保護者に十分伝えるとともに必要に応じて、就学先と連携していく

地域支援・地域連携

お子さんがかかわる地域の関係者と連携していく

職員の質の向上

外部講師によるお子さんへのかかわり方についての研修を実施。
内部では、虐待防止、感染症対策等の研修を実施。

支　援　内　容

お子さんの健康管理に留意して支援を行う
お子さんの生活リズムを整える
食事、更衣、排泄、整容等の動作について自立を促す支援を行う

運動面の発達の遅れに対して運動の促しを行う
スムーズに体を動かすことや、落ち着いて座っていられるための身体作りを行う
様々な遊びの中で、子ども自身が楽しみながら感覚の調整ができるようにする
作業課題を通して巧緻性の向上を図る

本
人
支
援


